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関東大震災100年に想う。
日本災害復興学会・特別顧問　山中 茂樹

16年前、本学会の旗揚げ

にあたって、「人間の復興」

を共通の理念に、立ち上げ

メンバーを招請した。関東

大震災の折、生存権擁護を

第1に掲げた福祉国家論の

先駆者、福田徳三の唱えた

思想だが、「大地の震動」に

よる帝都の崩壊だけで社会

が変革されるわけでもなく、

朝鮮人、社会主義者、労働

組合の活動家らの虐殺、続

く治安維持法の制定という

国家主義の巻き返しによっ

て、福田らの理念・思想を支

えた大正デモクラシーは突

如、終焉を告げ、「震災で

素っ裸になった被災者らに

よって新東京を建設する」と

いう「人間復興の野心」も潰

えた。

紀元前に編まれた中国の

歴史書『史記列伝』にも登

場する「復興」という外来語

が、災害からの再起の場面

で使われるようになったの

は、ご存知の通り関東大震

災からだ。内務大臣にして帝

都復興院総裁を引き受けた

後藤新平が発災翌日にまと

めた「帝都復興根本策」が、

おそらくその嚆矢であろう。

だが、新平が山本権兵衛

首相に宛てた書簡で「帝都

の復興は、小にしては都市、

大にしては帝国の『ルネサン

ス』」と書き、ニューヨーク

市政調査会専務理事の

チャールズ・A・ビア－ドが、

新平に対し「貧弱なる帝都

は列強の間に伍するとき、國

家の尊厳と威容とを傷つけ

るであらう」と忠告。さらに

新平が有名な『帝都復興ノ

議』で「その惨害いうに忍び

ざるものありといえども、理

想的帝都建設のため、真に

絶好の機会なり」と書いて、

野心をたぎらせたように、復

興 は 決 して 被 災 者 の

「restart」ではなかった。

もとより、新平だけでな

く、為政者・統治者が、災

害からの復興の目標を、個

人的価値を超越した社会

的価値の最大化に置くのは

歴史の常だろう。都市復興

から創造的復興、新自由主

義的復興へと復興政策の

軸足は次第に経済政策へ

と移り、東日本大震災でも

“まやかしのトリクルダウン

理論”が政治家によって語

られてきた。

「最後の一人まで」とは、

被災地KOBEのNGOたちが

唱えたスローガンだ。福田

の唱えた「人間復興」の理

念を現代的にアレンジし、被

災地KOBEに代表される被

災者たちの想いを実現可能

な制度・システムとして構築

していくには、わずか10年余

りのパラレルワールドとして

歴史から消え去った「大正

デモクラシー」の轍を踏ま

ないよう、まず民主社会の

基礎を固めていくことこそ必

要なのではないか。関東大

震災100年の今、その思いを

強くしている。
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興制度研究所気付
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台風15号による静岡県内
の浸水被害は約1万棟。静
岡県弁護士会では、司法書
士会、建築士会など他士業
と連携し、発災9日後から現
地相談ブースを開設し、これ
まで1200件ほどの相談に
対応しています。
早い時期からの相談によ
り、住まいを求める被災者
の声に多数接し、統計上も、
「安心して住む場所がな
い」という相談が全体の16．

2％に上りました。
水害後、被災自治体は既
存の公営住宅の提供を開始
しますが、数も少なく、場所
が遠方だったり（学校や病
院に通えなくなる）、1階の
部屋に空きがなかったり
（高齢者らは階段利用が難
しい）、ペットが禁止だった
りと、被災者とのマッチング
が課題です。
そこで重要となる応急
仮設住宅ですが、仮設住

宅の活用は、自治体の裁
量で判断されるため（応
急修理制度との違い）、発
災直後、仮設住宅を提供
するかどうかから議論さ
れ、被災者への情報提供
が遅れます。要件さえ満
たせば常に提供される支
援メニューに変える必要
があります。また、罹災証
明が制度利用の前提とな
るため、今回も罹災証明
の発行遅れにより、仮設

住宅に入れない被災者が
みられました。
そんな中、磐田市は、仮

設住宅の制度を待たず、発
災直後から、独自財源によ
る借上げ型応急住宅の提
供を行いました。罹災証明
書がなくても、床上浸水被
害の方、土砂災害警戒区域
に居住の方、災害で住宅に
困窮する方は全員救おうと
いう大胆な判断でした。こ
うした磐田市の姿勢に学ぶ
とともに、このような判断
をせざるを得なかった背景
にある仮設住宅の制度課
題を知る必要があります。
国はこうした自治体への財
政の補填も検討すべきで
しょう。

令和4年台風15号災害にみる
被災者への住まい支援の課題

日本弁護士連合会 災害復興支援委員会副委員長　弁護士　永野 海

「果物以外は全部手作
り。漬物も自分たちで作る
よ。バランだけかな食べれ
んのは」。そう笑顔で差し出
されるお弁当には、油淋鶏
やハンバーグなど大学生が
好きなおかずがぎっしり詰
め込まれている。「千切り
キャベツの切れ端すら残ら
ない。これが何よりのご褒
美よ」。そう教えてくれるの
は、熊本地震当時、東海大
学旧阿蘇キャンパスの近く
で下宿を営んでいた竹原伊

都子さんだ。
すがるの里復興弁当は、
熊本地震後に誕生した。震
災から2年後、住宅再建もま
まならない最中、南阿蘇村
黒川地区で下宿やアパート
経営をしていた女将さんた
ち21人でお弁当作りを始め、
村や県、大学がそれを支援
した。「すがる」は黒川地区
にある滝の名で、震災前の
農学部の文化祭も「すがる
祭」と呼ばれていた。当時、
黒川地区の住民は約1000

人。そのうち大学生が800人
を占めていた。震災後、学生
たちは熊本市内へ移り住ん
だが、さみしさから下宿を訪
ねてくる学生も多く、「おば
ちゃんのご飯が食べたい」と
言う。住む場所は離れたが、
阿蘇での実習に通ってくる
学生たちとお弁当を通して
つながり続けてきた。
阿蘇に東海大学の校舎
ができて以降、黒川地区は
「学生村」と呼ばれるほど
下宿に住まう大学生でにぎ

わった。竹原さんが20歳で
長崎から嫁いだ先も、下宿
を営んでいた。下宿のお母
さんたちにとっては、わが子
も同然。とにかく手作りの
ものを食べさせたい。どの
おかずを取っても、きっとど
こかの下宿の味がしている
のだと思う。
高齢化で初期メンバーか

らは人数も減ったが、震災
学習などで南阿蘇を訪問さ
れる時にはぜひお母さんた
ちの味を楽しんでほしい。

すがるの里 復興弁当
「おばちゃんのご飯が食べたい」
東海大学　安部 美和

復興味な味な味な味な

⑮

⑤

8 法制度と現場
令和４年台風１５号災害にみる
被災者への住まい支援の課題
永野 海

味な復興
すがるの里 復興弁当
「おばちゃんのご飯が食べたい」
東海大学　安部 美和
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自然災害が続発する災害

大国の日本で、壊れた自宅

での生活を余儀なくされる

「在宅被災者」の問題が顕

在化している。東日本大震

災の被災地では、12年以上

たった今なお、進行する被

災に苦しむ人々がいる。家

屋が劣化し、健康も悪化

し、生活が困窮するという

負の連鎖が続く。

自宅が損壊しながらも十

分な支援がない。全壊（損

害割合50％以上）ではない

から原則、仮設住宅や災害

公営住宅にも入れない。そ

うした在宅被災者の多くは

「支援制度から置き去りに

されままだ」と言う。その存

在にもっと目を向けたい。

住家の被害認定が支援

制度に直結するため、在宅

被災者は住める自宅が残っ

たことを理由に、行政の目

には被災者として映りにく

い。東日本大震災では、物

資支援や情報提供が後回

しになった。避難所や仮設

住宅のような支援物資はな

かなか届かず、支援制度を

知らないままの被災者もい

た。高齢や病気、障害で避

難所に行けず、在宅避難を

余儀なくされた事例もあっ

た。個々の被災状況に目を

配り、きめ細かく支援する

制度の導入が必要ではな

いか。

宮城県石巻市に佐藤悦

一郎さんという在宅被災

者がいる。78歳。「3・11」

の津波で自宅は1階の天井

近くまで約2メートル浸水

した。水が引かず、仕方な

く2階で過ごした。自宅は

大規模半壊（損害割合

40％台）の判定。「天井ま

で浸水していたら全壊だっ

て言われた。でも、うちはも

ともと天井が高く、2メート

ルも浸水して全壊じゃな

かった」と佐藤さんは振り

返る。

自宅はヘドロの臭いがき

つく、食料は満足にない。

佐藤さんは震災から約1カ

月後、仮設住宅への入居を

市役所に相談したが、「全

壊じゃないから駄目。2階で

避難していたんだから、2階

で我慢しない」と突き返さ

れた。その後、被災者生活

再建支援法に基づき支給さ

れた支援金に自己資金を加

え、約300万円で自宅を直

した。しかし、途中で資金

が尽き、台所などには手が

回らなかった。年金頼りの

生活のため、蓄えはなく、追

加の工事が今なおできな

い。洗面所の柱は腐食が進

み、床下からカビが発生し、

台所の床は歩くとあちこち

が沈む。

石巻市が在宅被災者の

問題を捉え、最大50万円を

助成する小規模補修補助

金をつくったのは大震災か

ら8年目の2018年度だっ

た。市によると、補助金の

利用は18～19年度で868

件。少なくともそれだけの世

帯が震災後、自宅を修繕で

きないまま生活していたこ

とになる。

問題は、被災した住宅を

補修する際の支援額の少な

さだ。被災家屋補修に関す

る主な助成に①災害救助法

に基づく応急修理制度（最

大65万5000円、東日本大

震災時は52万円）②被災者

生活再建支援制度の加算

支援金（最大100万円）③

自治体独自の支援制度―

―などがある。だが、支援

団体の調査によれば、実際

の修繕費は平均500万円で

開きは大きい。

国は2020年、被災者生

活再建支援法の対象に「全

壊」「大規模半壊」に加えて

「中規模半壊（損害割合

30％台）」も含めたが、補修

費は最大50万円でなお十分

とは言えない。

熊本地震では、大規模

損壊した自宅や軒先の倉

庫で暮らす被災世帯が多

く、「軒先避難」として在

宅被災者の問題がクローズ

アップされた。その後、水

害の被災地でも同じ問題

が起きている。そもそも在

宅被災者が、大規模災害

の支援対象として明確に位

置付けられていない側面

がある。

南海トラフ巨大地震が発

生すれば、在宅被災者は10

万人単位で発生するとも言

われる。復興に周回遅れす

る災害弱者を再び生み出さ

ないためにも、教訓を踏ま

えた住まい支援額の拡充が

急務ではないか。

・・・・・・・・・・

この欄に投稿を希望さ

れる方は山中まで連絡を

ください。アドレスは

ya8s-ymnk@asahi-net.or.j

pです。

東北から未災地への伝言
ひさいち

制度から取り残される「在宅被災者」

河北新報社青森総局長　古関 良行

10年ぶりに「奥尻島に取

材に行くのですが」という

連絡が増えている。

1993年7月12日22時17

分に発生した北海道南西沖

地震は、奥尻島を中心に北

海道の道南地域をはじめと

する日本海沿岸、そして対

岸のロシアにも被害を与え

た。奥尻島内の死者・行方

不明者は来島者も含めて

198名。その中には筆者の

知っている人も含まれる。

奥尻島民として過ごした

のはわずか3年間だった

が、調査として奥尻に通う

ようになって24年になる。

お世話になった人たちも年

齢を重ねてきた。行政によ

る行事は2013年で終了と

なった上に高齢化とコロナ

禍により、北海道南西沖地

震の追悼のあり方にも変化

が見られている。有志によ

るろうそくを灯す行事は主

要な担い手の事情により近

年中止が続いている。毎年

法要・会食を行い、地震発

生時刻に慰霊碑の前で黙

祷をしていた地区遺族会は

コロナ禍では会食をやめ

慰霊碑の前で読経（法要）

のみ行ってきた。島の南部

で遺族を中心に行われて

いる灯籠流しは、若者が手

伝いながら継続して行われ

ている。また、7月12日前後

には町内の小学校2校で避

難訓練や防災学習が行わ

れており、高台に駆け上る

子どもたちの姿を見ること

ができる。

奥尻島に関する取材は

いわゆる「節目」と、他地域

で甚大な津波被害が生じた

ときに増加する傾向にあっ

た。2004年12月のスマトラ

島沖地震津波の後は国内

外のメディアから津波防災

に関する取材が増加した。

東日本大震災後は国内の

取材や視察が激増し、

2013年の追悼行事は10周

年の時と同様といっていい

ほど多くの報道関係者が

入った一方で、翌年からピタ

リと取材はやみ、道内のメ

ディアすら取材に来ない年

もあった。

「節目」には検証記事が

増加し、特に2013年は東日

本大震災の被災地の将来

を考えるための切り口で、

「人口減少」「朽ちた設

備」等を取り上げ「復興は

失敗」という論調の批判が

目立っていたように思う。岩

手県沿岸部を訪問したとき

に地元の人が「奥尻みたい

になりたくないよね」と話し

ているのを聞いて愕然とし

たこともあった。現在はさ

らに人口が減り、復旧・復

興期に建設した設備の中に

は補修されたものもあれ

ば、使えないままになって

いるものもある。空き家も

増えた。2航路あったフェ

リーは1航路が休止。大型

ホテルが閉館し、高齢のた

め閉業した民宿・旅館も増

えてきたため、公共工事が

続いて工事関係者が宿を

押さえると、観光客が宿泊

難民になってしまう事態も

起こっている。

そのような点に着目して

「復興の失敗」とあげつら

うことはいくらでもできるだ

ろうが、明るい話題もあ

る。生徒減少により2016年

に町立に移管し、全国から

入学者を募集するように

なった奥尻高校は島外から

の入学者が増え、新たに寮

を建設してさらなる受け入

れに備えるようになった。

その影響で島内からの進

学者が増加した年もある。

閉業した民宿や旅館を引き

継ぎ、新規開業をする人た

ちもいる。これまで「出る

杭」は叩かれ引っこ抜か

れ、失意の元に島を去った

若者や移住者を見てきた

が、島の西の果ての集落に

移住した一家が開いたゲス

トハウスに多くの人が集い、

その場所・人に惹かれたさ

らなる移住者によって集落

の人口が増え、スクールバ

スのルートが延長された。

地域おこし協力隊として島

に戻ってきた元「島留学生」

（奥尻高校卒業生）は2名

に増えた。

ある時点の特定のできご

とや数字に着目して復興の

「成功」「失敗」を論じる

のはたやすいことなのかも

しれない。今年はまた「失

敗」「警鐘」のような論調

の特集記事が増えると予

想している。しかし、長く

通っているからこそ見えて

くるプロセスがある。「血

のつながっていない親戚」

のような間柄の島の人たち

も増えてきた。私なりに見

てきた奥尻の今を、これか

らも伝え続けたいと思って

いる。

東北学院大学 地域総合学部政策デザイン学科 准教授　定池 祐季

奥尻　　年奥尻　　年30

北海道南西沖地震から30年を前に
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自然災害が続発する災害

大国の日本で、壊れた自宅

での生活を余儀なくされる

「在宅被災者」の問題が顕

在化している。東日本大震

災の被災地では、12年以上

たった今なお、進行する被

災に苦しむ人々がいる。家

屋が劣化し、健康も悪化

し、生活が困窮するという

負の連鎖が続く。

自宅が損壊しながらも十

分な支援がない。全壊（損

害割合50％以上）ではない

から原則、仮設住宅や災害

公営住宅にも入れない。そ

うした在宅被災者の多くは

「支援制度から置き去りに

されままだ」と言う。その存

在にもっと目を向けたい。

住家の被害認定が支援

制度に直結するため、在宅

被災者は住める自宅が残っ

たことを理由に、行政の目

には被災者として映りにく

い。東日本大震災では、物

資支援や情報提供が後回

しになった。避難所や仮設

住宅のような支援物資はな

かなか届かず、支援制度を

知らないままの被災者もい

た。高齢や病気、障害で避

難所に行けず、在宅避難を

余儀なくされた事例もあっ

た。個々の被災状況に目を

配り、きめ細かく支援する

制度の導入が必要ではな

いか。

宮城県石巻市に佐藤悦

一郎さんという在宅被災

者がいる。78歳。「3・11」

の津波で自宅は1階の天井

近くまで約2メートル浸水

した。水が引かず、仕方な

く2階で過ごした。自宅は

大規模半壊（損害割合

40％台）の判定。「天井ま

で浸水していたら全壊だっ

て言われた。でも、うちはも

ともと天井が高く、2メート

ルも浸水して全壊じゃな

かった」と佐藤さんは振り

返る。

自宅はヘドロの臭いがき

つく、食料は満足にない。

佐藤さんは震災から約1カ

月後、仮設住宅への入居を

市役所に相談したが、「全

壊じゃないから駄目。2階で

避難していたんだから、2階

で我慢しない」と突き返さ

れた。その後、被災者生活

再建支援法に基づき支給さ

れた支援金に自己資金を加

え、約300万円で自宅を直

した。しかし、途中で資金

が尽き、台所などには手が

回らなかった。年金頼りの

生活のため、蓄えはなく、追

加の工事が今なおできな

い。洗面所の柱は腐食が進

み、床下からカビが発生し、

台所の床は歩くとあちこち

が沈む。

石巻市が在宅被災者の

問題を捉え、最大50万円を

助成する小規模補修補助

金をつくったのは大震災か

ら8年目の2018年度だっ

た。市によると、補助金の

利用は18～19年度で868

件。少なくともそれだけの世

帯が震災後、自宅を修繕で

きないまま生活していたこ

とになる。

問題は、被災した住宅を

補修する際の支援額の少な

さだ。被災家屋補修に関す

る主な助成に①災害救助法

に基づく応急修理制度（最

大65万5000円、東日本大

震災時は52万円）②被災者

生活再建支援制度の加算

支援金（最大100万円）③

自治体独自の支援制度―

―などがある。だが、支援

団体の調査によれば、実際

の修繕費は平均500万円で

開きは大きい。

国は2020年、被災者生

活再建支援法の対象に「全

壊」「大規模半壊」に加えて

「中規模半壊（損害割合

30％台）」も含めたが、補修

費は最大50万円でなお十分

とは言えない。

熊本地震では、大規模

損壊した自宅や軒先の倉

庫で暮らす被災世帯が多

く、「軒先避難」として在

宅被災者の問題がクローズ

アップされた。その後、水

害の被災地でも同じ問題

が起きている。そもそも在

宅被災者が、大規模災害

の支援対象として明確に位

置付けられていない側面

がある。

南海トラフ巨大地震が発

生すれば、在宅被災者は10

万人単位で発生するとも言

われる。復興に周回遅れす

る災害弱者を再び生み出さ

ないためにも、教訓を踏ま

えた住まい支援額の拡充が

急務ではないか。

・・・・・・・・・・

この欄に投稿を希望さ

れる方は山中まで連絡を

ください。アドレスは

ya8s-ymnk@asahi-net.or.j

pです。

東北から未災地への伝言
ひさいち

制度から取り残される「在宅被災者」

河北新報社青森総局長　古関 良行

10年ぶりに「奥尻島に取

材に行くのですが」という

連絡が増えている。

1993年7月12日22時17

分に発生した北海道南西沖

地震は、奥尻島を中心に北

海道の道南地域をはじめと

する日本海沿岸、そして対

岸のロシアにも被害を与え

た。奥尻島内の死者・行方

不明者は来島者も含めて

198名。その中には筆者の

知っている人も含まれる。

奥尻島民として過ごした

のはわずか3年間だった

が、調査として奥尻に通う

ようになって24年になる。

お世話になった人たちも年

齢を重ねてきた。行政によ

る行事は2013年で終了と

なった上に高齢化とコロナ

禍により、北海道南西沖地

震の追悼のあり方にも変化

が見られている。有志によ

るろうそくを灯す行事は主

要な担い手の事情により近

年中止が続いている。毎年

法要・会食を行い、地震発

生時刻に慰霊碑の前で黙

祷をしていた地区遺族会は

コロナ禍では会食をやめ

慰霊碑の前で読経（法要）

のみ行ってきた。島の南部

で遺族を中心に行われて

いる灯籠流しは、若者が手

伝いながら継続して行われ

ている。また、7月12日前後

には町内の小学校2校で避

難訓練や防災学習が行わ

れており、高台に駆け上る

子どもたちの姿を見ること

ができる。

奥尻島に関する取材は

いわゆる「節目」と、他地域

で甚大な津波被害が生じた

ときに増加する傾向にあっ

た。2004年12月のスマトラ

島沖地震津波の後は国内

外のメディアから津波防災

に関する取材が増加した。

東日本大震災後は国内の

取材や視察が激増し、

2013年の追悼行事は10周

年の時と同様といっていい

ほど多くの報道関係者が

入った一方で、翌年からピタ

リと取材はやみ、道内のメ

ディアすら取材に来ない年

もあった。

「節目」には検証記事が

増加し、特に2013年は東日

本大震災の被災地の将来

を考えるための切り口で、

「人口減少」「朽ちた設

備」等を取り上げ「復興は

失敗」という論調の批判が

目立っていたように思う。岩

手県沿岸部を訪問したとき

に地元の人が「奥尻みたい

になりたくないよね」と話し

ているのを聞いて愕然とし

たこともあった。現在はさ

らに人口が減り、復旧・復

興期に建設した設備の中に

は補修されたものもあれ

ば、使えないままになって

いるものもある。空き家も

増えた。2航路あったフェ

リーは1航路が休止。大型

ホテルが閉館し、高齢のた

め閉業した民宿・旅館も増

えてきたため、公共工事が

続いて工事関係者が宿を

押さえると、観光客が宿泊

難民になってしまう事態も

起こっている。

そのような点に着目して

「復興の失敗」とあげつら

うことはいくらでもできるだ

ろうが、明るい話題もあ

る。生徒減少により2016年

に町立に移管し、全国から

入学者を募集するように

なった奥尻高校は島外から

の入学者が増え、新たに寮

を建設してさらなる受け入

れに備えるようになった。

その影響で島内からの進

学者が増加した年もある。

閉業した民宿や旅館を引き

継ぎ、新規開業をする人た

ちもいる。これまで「出る

杭」は叩かれ引っこ抜か

れ、失意の元に島を去った

若者や移住者を見てきた

が、島の西の果ての集落に

移住した一家が開いたゲス

トハウスに多くの人が集い、

その場所・人に惹かれたさ

らなる移住者によって集落

の人口が増え、スクールバ

スのルートが延長された。

地域おこし協力隊として島

に戻ってきた元「島留学生」

（奥尻高校卒業生）は2名

に増えた。

ある時点の特定のできご

とや数字に着目して復興の

「成功」「失敗」を論じる

のはたやすいことなのかも

しれない。今年はまた「失

敗」「警鐘」のような論調

の特集記事が増えると予

想している。しかし、長く

通っているからこそ見えて

くるプロセスがある。「血

のつながっていない親戚」

のような間柄の島の人たち

も増えてきた。私なりに見

てきた奥尻の今を、これか

らも伝え続けたいと思って

いる。

東北学院大学 地域総合学部政策デザイン学科 准教授　定池 祐季

奥尻　　年奥尻　　年30

北海道南西沖地震から30年を前に

32



大川地区での演奏を終え、地元スタッフと記念撮影する東北ユースオー
ケストラ有志

セッション「出身中
学校の防災意識の
差を埋めるには」で
発表する岩手県釜
石高校の菊地さん
（左）と佐野さん

3月12日午後、石巻市震

災遺構大川小学校から約

2km離れた大川コミュニ

ティーセンターに、弦楽器の

音色が響いた。音楽家の坂

本龍一さんが代表・監督を

務める「東北ユースオーケス

トラ」有志による演奏会は、

今回が3回目となる。

訪れたのは、高校生から

大学院生までの奏者6人と

スタッフ3人。コンサートマス

ターの渡邉真浩さんをはじ

め半分以上が前回2020年

の演奏にも参加している。

団員たちは3月11日から地域

に入り、大川小のあった釜

谷集落の慰霊祭や、震災遺

構大川小での式典、竹あか

りを見学した。

初回からの演目に、坂本

さんの楽曲「aqua」に合わ

せ地域の思い出を朗読する

プログラムがある。シジミと

り、ハゼつり、小学校のプー

ル掃除……豊かな自然の中

での暮らしぶりや、小学校と

地域にまつわる思い出を、

石巻育ちのアナウンサー・

大葉由佳さんが地元の言葉

で読み上げる。

今回は地元の希望を受け

て、民謡「大川音頭」と大川

小学校と大川中学校の校歌

も演奏楽曲に加わった。「大

川音頭」は団OBが、地元の

人の歌から採譜・編曲した。

校歌演奏については、オー

ケストラ編曲された譜面の

提供など多くの音楽関係者

から協力を得た。

「東北ユースオーケスト

ラ」は2013年、坂本龍一さ

んによる東日本大震災被災

地の楽器を修理する活動の

後を受ける形で始まった。福

島、宮城、岩手3県で音楽活

動をする小学4年生から大

学生まで約100人が、大ホー

ルで開かれる演奏会に加

え、小規模な編成で被災地

を訪れ演奏する「有志演奏

会」を行っている。

大川地区でも演奏会をと

いう案は、2015年ごろから

あった。しかし、実現には時

間が必要だった。地域には

厳しい被災の現実があっ

た。生活再建の困難に加

え、大川小で犠牲になった

子どもたちと同じ年ごろの

奏者が地域で演奏すること

の影響についても考えた。

最初の演奏会は、海に近

い4集落の集団移転がほぼ

終了した2019年2月に開か

れた。大川地区では2016年

から「被災前の地域の姿を

模型に再現したい」という住

民有志によってワークショッ

プが複数回開かれた。そこ

で聞き取った思い出をまと

めた記録集『大川地区ふる

さとの記憶』の刊行記念と

して、移転地の集会所に模

型を展示して、演奏と思い出

の朗読が行われた。

演奏に先立ち、団員たち

は長面浦の漁家を訪問し、

大川小で弟を亡くした同年

代の若者から話を聴いた。

演目も来場者との交流を通

して、住民になじみある楽曲

が増えてきた。住民は「なん

ていい子たちなんだろう」と

話し、「また来てね。約束

よ」と指切りをする。

演奏した団員も、自分と異

なる被災体験をもつ人々と

接することで、震災への思い

を深くする。渡邉さんは「こ

こで見て感じたことを大切

に、東北で演奏していきた

いと」と語る。

こうした交流が続いてき

た背景には、坂本監督の震

災や被災した子どもに対す

る深い思慮と、それに応えよ

うとする団員の真剣さが

あったことがうかがえる。

東北ユース設立時に坂本

さんは「大人の勝手な善意

の押しつけではないかと危

惧した面もありますが、やは

り震災が大きく彼らの胸に

痛みとして残っており、音楽

を愛することでその傷を癒

し、乗り越えようとしている

ことに深く心を動かされまし

た」と話している。

団員たちが語るエピソー

ドからは、「もっと自由に演

奏していいんだよ」とアドバ

イスされたというように、子

どもを一個の演奏者として

尊重した坂本さんの姿勢が

見える。彼らのために書き下

ろした「いま時間が傾いて」

は、8分の11拍子を基調とす

る。変則的なリズムをつくる

ため、2019年の合宿で団員

たちとさまざまな実験をし

たという。そうした経験の積

み重ねから、被災した人々の

心情を真摯に考える団員の

姿勢が自然と生まれたと思

われる。

3月28日、坂本龍一さんが

死去した。東北ユースオーケ

ストラの活動は、存続に向

け新たな局面を迎えてい

る。大川地区でも、震災12

年を経て地域活動の原資は

減っている。困難はあっても

演奏会を継続したいと、地

域では話している。

「ふるさとの記憶」と音楽
東京大学大学院学際情報学府　中島 みゆき

特 集特 集 東日本大震災1212年

東日本大震災の教訓を踏

まえ、災害リスクの軽減策を

探る「第3回世界防災フォー

ラム」（実行委員会主催）が

2023年3月10～12日、宮城

県仙台市青葉区の仙台国際

センターで開かれた。32カ

国の政府や大学、国際機関

の関係者ら延べ5412人が

参加。今回は民間組織の参

加と女性、若者の情報発信

に力を入れ、31のセッション

を実施した。大人たちに交

じって、注目を集めたのが、

岩手県の津波被災地の高校

生たち。2つのセッションを

企画運営し、防災意識を高

めるアイデアや、東日本大震

災の教訓の伝承などの活動

を発表した。

セッション「出身中学校の

防災意識の差を埋めるに

は」では、岩手県立釜石高校

の菊地彩花さんと佐野陽菜

さんが、沿岸部と内陸部の出

身者の防災意識をテーマに

報告した。釜石市は大震災

で甚大な津波被害を受け

て、1064人が犠牲になり、家

屋4282戸が倒壊した。2人

は、高校で防災授業の話題

になった際、沿岸と内陸の中

学校で授業の頻度や内容に

違いがあることに気付き、大

きな被害を受けた被災地で

も、地域によって生徒の防災

意識に差があるのではない

かという仮説を立てた。

仮説を検証するために、1

年生128人を対象にアンケー

トを実施した。自分の住んで

いる地域の避難訓練への参

加の有無を尋ねたところ、参

加した生徒の割合は沿岸

84％、内陸30％と3倍近い開

きがあった。地域の避難場

所を知っているか否かにつ

いて聞いてみると、沿岸の

60％が知っていると答えた

一方、内陸は23％にとどまっ

た。「意識の差が大きいこと

が分かった。いざという時に

自分の命を守るため、この差

を埋める必要があると感じ

た」と振り返った。そのため

の手段として「クロスロード」

に白羽の矢を立てた。

設問は高校生が災害対応

を身近に感じられるような

内容を考えた。〈大きな地震

があり、家族同然の飼い犬

を連れて近くの小学校の体

育館に避難した。避難所に

はアレルギーの人や犬が苦

手な人がいるかもしれない。

ペットを避難所に入れる？〉

〈過去に津波が到達したこ

とはないが、家はハザード

マップで浸水域になってい

る。地震発生後、祖父母は

避難しないと言い張る。①

時間をかけて説得して3人で

逃げる②祖父母を置いて1人

で逃げる③3人でとどまる―

どの選択をする？〉。正解の

ない問い掛けを題材に、一

緒に災害対応を疑似体験す

ることで、沿岸部、内陸部の

出身に関係なく、当事者意

識を芽生えさせた。問題提

起に始まり、課題解決に至る

まで、発想が実に豊かだ。

報告に続き、セッション会

場の聴講者は、釜石高校版

「クロスロード」を体験した。

「賛成」「反対」や、選んだ答

えについて意思表示した後、

それぞれの理由を述べ合い

ながら、被災した状況に思い

を巡らせた。最後に2人は「災

害は突然訪れ、自分の判断

が自分と他人の命を左右す

る。自分のことを守れるのは

自分しかいないからこそ、普段

から防災に対する意識を持っ

てほしい」と呼び掛けた。

セッション「高校生からの

“BO－SAI”メッセージ」も開

かれ、岩手県立大槌高校と

釜石高校の生徒8人がパネ

ル討論を行った。大槌高校

復興研究会に所属する飛田

冴英さんは「被災経験を聞く

ことが減災につながる。多く

の人の命を守れるよう活動

したい」と抱負を述べた。釜

石高校の山中蓮斗さんは

「被災地だけではなく、日本

全体で防災意識を高めた

い。そうすれば世界の防災

意識も高まる」と期待を込め

た。セッションが開かれたの

は3月11日。折しも東日本大

震災12年の日だった。地域

の将来を担う若者が震災伝

承と防災を考え、活発に意

見を交わす姿は、大人たち

に頼もしく映ったはずだ。
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大川地区での演奏を終え、地元スタッフと記念撮影する東北ユースオー
ケストラ有志

セッション「出身中
学校の防災意識の
差を埋めるには」で
発表する岩手県釜
石高校の菊地さん
（左）と佐野さん

3月12日午後、石巻市震

災遺構大川小学校から約

2km離れた大川コミュニ

ティーセンターに、弦楽器の

音色が響いた。音楽家の坂

本龍一さんが代表・監督を

務める「東北ユースオーケス

トラ」有志による演奏会は、

今回が3回目となる。

訪れたのは、高校生から

大学院生までの奏者6人と

スタッフ3人。コンサートマス

ターの渡邉真浩さんをはじ

め半分以上が前回2020年

の演奏にも参加している。

団員たちは3月11日から地域

に入り、大川小のあった釜

谷集落の慰霊祭や、震災遺

構大川小での式典、竹あか

りを見学した。

初回からの演目に、坂本

さんの楽曲「aqua」に合わ

せ地域の思い出を朗読する

プログラムがある。シジミと

り、ハゼつり、小学校のプー

ル掃除……豊かな自然の中

での暮らしぶりや、小学校と

地域にまつわる思い出を、

石巻育ちのアナウンサー・

大葉由佳さんが地元の言葉

で読み上げる。

今回は地元の希望を受け

て、民謡「大川音頭」と大川

小学校と大川中学校の校歌

も演奏楽曲に加わった。「大

川音頭」は団OBが、地元の

人の歌から採譜・編曲した。

校歌演奏については、オー

ケストラ編曲された譜面の

提供など多くの音楽関係者

から協力を得た。

「東北ユースオーケスト

ラ」は2013年、坂本龍一さ

んによる東日本大震災被災

地の楽器を修理する活動の

後を受ける形で始まった。福

島、宮城、岩手3県で音楽活

動をする小学4年生から大

学生まで約100人が、大ホー

ルで開かれる演奏会に加

え、小規模な編成で被災地

を訪れ演奏する「有志演奏

会」を行っている。

大川地区でも演奏会をと

いう案は、2015年ごろから

あった。しかし、実現には時

間が必要だった。地域には

厳しい被災の現実があっ

た。生活再建の困難に加

え、大川小で犠牲になった

子どもたちと同じ年ごろの

奏者が地域で演奏すること

の影響についても考えた。

最初の演奏会は、海に近

い4集落の集団移転がほぼ

終了した2019年2月に開か

れた。大川地区では2016年

から「被災前の地域の姿を

模型に再現したい」という住

民有志によってワークショッ

プが複数回開かれた。そこ

で聞き取った思い出をまと

めた記録集『大川地区ふる

さとの記憶』の刊行記念と

して、移転地の集会所に模

型を展示して、演奏と思い出

の朗読が行われた。

演奏に先立ち、団員たち

は長面浦の漁家を訪問し、

大川小で弟を亡くした同年

代の若者から話を聴いた。

演目も来場者との交流を通

して、住民になじみある楽曲

が増えてきた。住民は「なん

ていい子たちなんだろう」と

話し、「また来てね。約束

よ」と指切りをする。

演奏した団員も、自分と異

なる被災体験をもつ人々と

接することで、震災への思い

を深くする。渡邉さんは「こ

こで見て感じたことを大切

に、東北で演奏していきた

いと」と語る。

こうした交流が続いてき

た背景には、坂本監督の震

災や被災した子どもに対す

る深い思慮と、それに応えよ

うとする団員の真剣さが

あったことがうかがえる。

東北ユース設立時に坂本

さんは「大人の勝手な善意

の押しつけではないかと危

惧した面もありますが、やは

り震災が大きく彼らの胸に

痛みとして残っており、音楽

を愛することでその傷を癒

し、乗り越えようとしている

ことに深く心を動かされまし

た」と話している。

団員たちが語るエピソー

ドからは、「もっと自由に演

奏していいんだよ」とアドバ

イスされたというように、子

どもを一個の演奏者として

尊重した坂本さんの姿勢が

見える。彼らのために書き下

ろした「いま時間が傾いて」

は、8分の11拍子を基調とす

る。変則的なリズムをつくる

ため、2019年の合宿で団員

たちとさまざまな実験をし

たという。そうした経験の積

み重ねから、被災した人々の

心情を真摯に考える団員の

姿勢が自然と生まれたと思

われる。

3月28日、坂本龍一さんが

死去した。東北ユースオーケ

ストラの活動は、存続に向

け新たな局面を迎えてい

る。大川地区でも、震災12

年を経て地域活動の原資は

減っている。困難はあっても

演奏会を継続したいと、地

域では話している。

「ふるさとの記憶」と音楽
東京大学大学院学際情報学府　中島 みゆき

特 集特 集 東日本大震災1212年

東日本大震災の教訓を踏

まえ、災害リスクの軽減策を

探る「第3回世界防災フォー

ラム」（実行委員会主催）が

2023年3月10～12日、宮城

県仙台市青葉区の仙台国際

センターで開かれた。32カ

国の政府や大学、国際機関

の関係者ら延べ5412人が

参加。今回は民間組織の参

加と女性、若者の情報発信

に力を入れ、31のセッション

を実施した。大人たちに交

じって、注目を集めたのが、

岩手県の津波被災地の高校

生たち。2つのセッションを

企画運営し、防災意識を高

めるアイデアや、東日本大震

災の教訓の伝承などの活動

を発表した。

セッション「出身中学校の

防災意識の差を埋めるに

は」では、岩手県立釜石高校

の菊地彩花さんと佐野陽菜

さんが、沿岸部と内陸部の出

身者の防災意識をテーマに

報告した。釜石市は大震災

で甚大な津波被害を受け

て、1064人が犠牲になり、家

屋4282戸が倒壊した。2人

は、高校で防災授業の話題

になった際、沿岸と内陸の中

学校で授業の頻度や内容に

違いがあることに気付き、大

きな被害を受けた被災地で

も、地域によって生徒の防災

意識に差があるのではない

かという仮説を立てた。

仮説を検証するために、1

年生128人を対象にアンケー

トを実施した。自分の住んで

いる地域の避難訓練への参

加の有無を尋ねたところ、参

加した生徒の割合は沿岸

84％、内陸30％と3倍近い開

きがあった。地域の避難場

所を知っているか否かにつ

いて聞いてみると、沿岸の

60％が知っていると答えた

一方、内陸は23％にとどまっ

た。「意識の差が大きいこと

が分かった。いざという時に

自分の命を守るため、この差

を埋める必要があると感じ

た」と振り返った。そのため

の手段として「クロスロード」

に白羽の矢を立てた。

設問は高校生が災害対応

を身近に感じられるような

内容を考えた。〈大きな地震

があり、家族同然の飼い犬

を連れて近くの小学校の体

育館に避難した。避難所に

はアレルギーの人や犬が苦

手な人がいるかもしれない。

ペットを避難所に入れる？〉

〈過去に津波が到達したこ

とはないが、家はハザード

マップで浸水域になってい

る。地震発生後、祖父母は

避難しないと言い張る。①

時間をかけて説得して3人で

逃げる②祖父母を置いて1人

で逃げる③3人でとどまる―

どの選択をする？〉。正解の

ない問い掛けを題材に、一

緒に災害対応を疑似体験す

ることで、沿岸部、内陸部の

出身に関係なく、当事者意

識を芽生えさせた。問題提

起に始まり、課題解決に至る

まで、発想が実に豊かだ。

報告に続き、セッション会

場の聴講者は、釜石高校版

「クロスロード」を体験した。

「賛成」「反対」や、選んだ答

えについて意思表示した後、

それぞれの理由を述べ合い

ながら、被災した状況に思い

を巡らせた。最後に2人は「災

害は突然訪れ、自分の判断

が自分と他人の命を左右す

る。自分のことを守れるのは

自分しかいないからこそ、普段

から防災に対する意識を持っ

てほしい」と呼び掛けた。

セッション「高校生からの

“BO－SAI”メッセージ」も開

かれ、岩手県立大槌高校と

釜石高校の生徒8人がパネ

ル討論を行った。大槌高校

復興研究会に所属する飛田

冴英さんは「被災経験を聞く

ことが減災につながる。多く

の人の命を守れるよう活動

したい」と抱負を述べた。釜

石高校の山中蓮斗さんは

「被災地だけではなく、日本

全体で防災意識を高めた

い。そうすれば世界の防災

意識も高まる」と期待を込め

た。セッションが開かれたの

は3月11日。折しも東日本大

震災12年の日だった。地域

の将来を担う若者が震災伝

承と防災を考え、活発に意

見を交わす姿は、大人たち

に頼もしく映ったはずだ。
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岩手県大槌町は、2011年
3月11日に発生した東日本
大震災で津波の被害を受
けました。坂の上にある大
槌高校は津波の被害を逃
れ、当時、高校生だった私
たちの先輩が大人と共に避
難所運営をしました。その
後、復興に関する活動を先
輩たちが自主的に始めまし
た。2013年に、そのような
活動を総称した「復興研究
会」が誕生しました。多くの
取り組みの中で特に力を入
れているのが定点観測班の
活動です。
定点観測班は5月、9月、
12月の年3回、大槌町内
の同じ場所から同じ角度
で被災地の写真を撮るこ
とで、大槌町の復興の変

化を記録する活動です。
町内約180地点を8つのグ
ループに分かれて観測し
ています。町の変化を画像
として残し、後輩や地域の
方々など多くの人に町の復
興の様子を見てもらいた
いという思いで10年以上
活動を続けました。写真
の総数は5000枚以上に
のぼります。
この10年近く継続してき

た活動が認められ、一昨年
度は、「防災まちづくり大
賞」の「総務大臣賞」を、
昨年度は「防災功労者内
閣総理大臣表彰」をいただ
きました。受賞を報告する
ために岩手県庁を訪ね、活
動発表をしました。達増拓
也知事からは、震災当時に

大槌町を訪れた時の様子
や、この定点観測活動が未
来へとつながる活動である
という話を伺いました。自
分が知らなかった当時の
様子を知ることや、この活
動を続けつないでいくこと
の大切さを学ぶことができ
ました。

またハワイやインドネシ
アのアチェの方 と々のオンラ
イン交流をしたほか、釜石
高校の生徒と一緒に第3回
世界防災フォーラムに参加
しパネルディスカッション
を行うなど、復興研究会の
活動は年々、広がりを見せ
ています。

東日本大震災からの復興を記録し、語り継ぐ
岩手県立大槌高等学校復興研究会2年　兼澤 美海

復興復興若者通信若者通信

CODE海外災害援助市民
センターの学生スタッフとし
て、私は発災の4日後にトル
コの被災地へ向けて出発し
ました。事務局長から「明
後日出発する。」と言われた
時、災害対応とはこういうも
のかと思い知らされました。
海外の被災地へ行くことも
初めてで、知識も経験もな
い学生の私に一体何が出来
るのだろうと思いつつ、なん
でもやろうという覚悟で臨
みました。

被災地は、乾燥しており
砂埃が舞っていて、至る所
で物が燃やされていた為、
時折焦げ臭い匂いがしまし
た。夜は氷点下まで冷え込
み、テントもない中、屋外で
寝ている人も多く居ました。
元々そこに何があったのか
も分からないほどの瓦礫の
山をいくつも見て、その一つ
一つに生活があったことな
ど想像出来ないほどでし
た。捜索活動にあたる人、そ
の横でたき火を囲みながら

家族の帰りを待ち続ける
人、家族を亡くし泣いてい
る人、そこでは何も口に出し
てはいけないような、何とも
言えない空気感が漂ってい
ました。
しかし、何よりも「皆と一
緒に働こうと思って来たん
だ。」「自分は料理が得意
だから被災地にキッチンを
作りたい。」と言って立場関
係なく手を取り合う人々の
姿が印象的で、一人一人状
況は違うとも前を向こうとす

る姿は同じでした。
しかしながら、近況を聞

くと民族・宗教間の軋轢も
深刻なようです。結局そうな
るのかと残念に思う気持ち
もありますが、だからこそ私
達に何が出来るのかを考え
る必要があるのではないか
と思います。日本人にとって
トルコ・シリアは気軽に行け
る地ではなく、報道も殆ど
無くなりましたが、自分なり
にどう向き合い続けられる
のか考えたいです。

トルコ現地派遣を振り返って
CODE海外災害援助市民センター学生スタッフ
関西学院大学総合政策学部4年　植田 隆誠

2023年4月28日、久しぶ
りに学生と長岡市の木沢集
落を訪れた。19年前に新潟
県中越地震で被災した震央
の村であり、私が大学生の
ころに通った場所でもあ
る。学生たちは、当時の私
と同じ3年生。新緑がまぶ
しい山の中を歩き、わずか

に残った雪を見つけた学生
が「雪だ！」と叫んだかと思
えば、震央の田んぼを見下
ろす展望台では「先生、ヤッ
ホーって叫んでいいっス
カ！？」「もちろん！」。村に
着いたら、「じゃあ16時まで
フィールドワークね」と、村
に解き放たれた学生たち

は、はじめは不安げだった
ものの、2時間後にはニコ
ニコ笑顔で帰ってきて、初
対面の木沢衆との交流を話
してくれた。
翌日は、フレンドシップ
木沢主催の山菜採りツ
アー。フレンドシップ木沢
は、地震後に活動を再出発
させた住民組織で、世代交
代を経て最後の「若手世
代」へとたどりつき（つま
り、その先の交代相手はい
ない）なんとか活動を継続
している。「18年たったん
だんが、そりゃオラも年とる
よ」なんて声が飛ぶ中、確
かにもう会えなくなった人
も少なくないが、それでも
19年前とあまり変わらない

木沢らしさがあるのはなぜ
だろうと思う。
交流会で飲んでいると村
人が「あれだなあ、地震で
過疎が止まった気がするな
あ」と言った。とっさに「受
容の仕方が変わったんです
かね」と知った顔で返して
しまい反省した。もちろん、
人口減も高齢化も止まるど
ころか加速している。何が
止まったのだろう。実際に、
移住者がやってきて、若い
人たちが活発な活動を行う
ことで文字通り過疎が止
まったような地域もあるが、
それはそれとして、人が減っ
て年をとっても「止まったな
あ」と実感できる過疎もあ
るのだと思った。

大阪大学　宮本 匠

1）概要  
1月8日に兵庫県西宮市の
関西学院大学で総会を開
き、2023年度予算案・事業
計画や役員改選など6議案
を原案通り可決、2022年度
収支中間報告など6件が報
告された。
学会会則の改正により休
会に関する条項を追加、学
会細則の改正により会費の
猶予に関する文言を追加し
た。論文集投稿規程の改
正により査読方法をダブル
ブラインドからシングルブ

ラインドに変更することと
なった。
委員会の活動報告とし
て、総務委員会より、学会
大会の次期開催校の選定
について報告があった。
2023年度は常葉大学（静
岡県）。広報委員会より、
ニュースレターの発行と
SNSでの発信についての報
告があった。ニュースレター
では関東大震災100年の特
集を組む予定。学会誌編集
委員会より、学会誌「復
興」、論文集の発行につい

て報告があった。「復興」で
は関東大震災100年の特集
を組む予定。復興支援委員
会より、台風15号による静
岡県豪雨災害の支援活動
についての報告があった。

2）役員改選等
役員改選の議題承認後、
新役員による理事会が開
催され、理事の互選によっ
て矢守克也氏を会長に選
任、総会に報告し承認され
た。新役員は次の通り（敬
称略）。
会長：矢守克也
副会長：金子由芳、山下弘彦
理事：山泰幸（総務委員会

委員長）、関谷直也

（学術推進委員会委
員長）、高原耕平（企
画委員会委員長）、
宇都彰浩（復興支援
委員会委員長）、石
原凌河（学会誌編集
委員会委員長）、宮
本匠（広報委員会委
員長）、天野和彦、荒
木裕子、飯考行、稲
垣文彦、浦野愛、大
牟田智佐子、上村靖
司、近藤誠司、坂口
奈央、阪本真由美、
佐々木晶二、須藤宣
毅、田中正人、福留邦
洋、松田曜子、山崎
栄一

監事：青田良介、永井幸寿

2022年度総会報告
総務委員会・前委員長　山崎 栄一
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岩手県大槌町は、2011年
3月11日に発生した東日本
大震災で津波の被害を受
けました。坂の上にある大
槌高校は津波の被害を逃
れ、当時、高校生だった私
たちの先輩が大人と共に避
難所運営をしました。その
後、復興に関する活動を先
輩たちが自主的に始めまし
た。2013年に、そのような
活動を総称した「復興研究
会」が誕生しました。多くの
取り組みの中で特に力を入
れているのが定点観測班の
活動です。
定点観測班は5月、9月、

12月の年3回、大槌町内
の同じ場所から同じ角度
で被災地の写真を撮るこ
とで、大槌町の復興の変

化を記録する活動です。
町内約180地点を8つのグ
ループに分かれて観測し
ています。町の変化を画像
として残し、後輩や地域の
方々など多くの人に町の復
興の様子を見てもらいた
いという思いで10年以上
活動を続けました。写真
の総数は5000枚以上に
のぼります。
この10年近く継続してき
た活動が認められ、一昨年
度は、「防災まちづくり大
賞」の「総務大臣賞」を、
昨年度は「防災功労者内
閣総理大臣表彰」をいただ
きました。受賞を報告する
ために岩手県庁を訪ね、活
動発表をしました。達増拓
也知事からは、震災当時に

大槌町を訪れた時の様子
や、この定点観測活動が未
来へとつながる活動である
という話を伺いました。自
分が知らなかった当時の
様子を知ることや、この活
動を続けつないでいくこと
の大切さを学ぶことができ
ました。

またハワイやインドネシ
アのアチェの方 と々のオンラ
イン交流をしたほか、釜石
高校の生徒と一緒に第3回
世界防災フォーラムに参加
しパネルディスカッション
を行うなど、復興研究会の
活動は年々、広がりを見せ
ています。

東日本大震災からの復興を記録し、語り継ぐ
岩手県立大槌高等学校復興研究会2年　兼澤 美海

復興復興若者通信若者通信

CODE海外災害援助市民
センターの学生スタッフとし
て、私は発災の4日後にトル
コの被災地へ向けて出発し
ました。事務局長から「明
後日出発する。」と言われた
時、災害対応とはこういうも
のかと思い知らされました。
海外の被災地へ行くことも
初めてで、知識も経験もな
い学生の私に一体何が出来
るのだろうと思いつつ、なん
でもやろうという覚悟で臨
みました。

被災地は、乾燥しており
砂埃が舞っていて、至る所
で物が燃やされていた為、
時折焦げ臭い匂いがしまし
た。夜は氷点下まで冷え込
み、テントもない中、屋外で
寝ている人も多く居ました。
元々そこに何があったのか
も分からないほどの瓦礫の
山をいくつも見て、その一つ
一つに生活があったことな
ど想像出来ないほどでし
た。捜索活動にあたる人、そ
の横でたき火を囲みながら

家族の帰りを待ち続ける
人、家族を亡くし泣いてい
る人、そこでは何も口に出し
てはいけないような、何とも
言えない空気感が漂ってい
ました。
しかし、何よりも「皆と一
緒に働こうと思って来たん
だ。」「自分は料理が得意
だから被災地にキッチンを
作りたい。」と言って立場関
係なく手を取り合う人々の
姿が印象的で、一人一人状
況は違うとも前を向こうとす

る姿は同じでした。
しかしながら、近況を聞

くと民族・宗教間の軋轢も
深刻なようです。結局そうな
るのかと残念に思う気持ち
もありますが、だからこそ私
達に何が出来るのかを考え
る必要があるのではないか
と思います。日本人にとって
トルコ・シリアは気軽に行け
る地ではなく、報道も殆ど
無くなりましたが、自分なり
にどう向き合い続けられる
のか考えたいです。

トルコ現地派遣を振り返って
CODE海外災害援助市民センター学生スタッフ
関西学院大学総合政策学部4年　植田 隆誠

2023年4月28日、久しぶ
りに学生と長岡市の木沢集
落を訪れた。19年前に新潟
県中越地震で被災した震央
の村であり、私が大学生の
ころに通った場所でもあ
る。学生たちは、当時の私
と同じ3年生。新緑がまぶ
しい山の中を歩き、わずか

に残った雪を見つけた学生
が「雪だ！」と叫んだかと思
えば、震央の田んぼを見下
ろす展望台では「先生、ヤッ
ホーって叫んでいいっス
カ！？」「もちろん！」。村に
着いたら、「じゃあ16時まで
フィールドワークね」と、村
に解き放たれた学生たち

は、はじめは不安げだった
ものの、2時間後にはニコ
ニコ笑顔で帰ってきて、初
対面の木沢衆との交流を話
してくれた。
翌日は、フレンドシップ
木沢主催の山菜採りツ
アー。フレンドシップ木沢
は、地震後に活動を再出発
させた住民組織で、世代交
代を経て最後の「若手世
代」へとたどりつき（つま
り、その先の交代相手はい
ない）なんとか活動を継続
している。「18年たったん
だんが、そりゃオラも年とる
よ」なんて声が飛ぶ中、確
かにもう会えなくなった人
も少なくないが、それでも
19年前とあまり変わらない

木沢らしさがあるのはなぜ
だろうと思う。
交流会で飲んでいると村
人が「あれだなあ、地震で
過疎が止まった気がするな
あ」と言った。とっさに「受
容の仕方が変わったんです
かね」と知った顔で返して
しまい反省した。もちろん、
人口減も高齢化も止まるど
ころか加速している。何が
止まったのだろう。実際に、
移住者がやってきて、若い
人たちが活発な活動を行う
ことで文字通り過疎が止
まったような地域もあるが、
それはそれとして、人が減っ
て年をとっても「止まったな
あ」と実感できる過疎もあ
るのだと思った。

大阪大学　宮本 匠

1）概要  
1月8日に兵庫県西宮市の

関西学院大学で総会を開
き、2023年度予算案・事業
計画や役員改選など6議案
を原案通り可決、2022年度
収支中間報告など6件が報
告された。
学会会則の改正により休

会に関する条項を追加、学
会細則の改正により会費の
猶予に関する文言を追加し
た。論文集投稿規程の改
正により査読方法をダブル
ブラインドからシングルブ

ラインドに変更することと
なった。
委員会の活動報告とし

て、総務委員会より、学会
大会の次期開催校の選定
について報告があった。
2023年度は常葉大学（静
岡県）。広報委員会より、
ニュースレターの発行と
SNSでの発信についての報
告があった。ニュースレター
では関東大震災100年の特
集を組む予定。学会誌編集
委員会より、学会誌「復
興」、論文集の発行につい

て報告があった。「復興」で
は関東大震災100年の特集
を組む予定。復興支援委員
会より、台風15号による静
岡県豪雨災害の支援活動
についての報告があった。

2）役員改選等
役員改選の議題承認後、
新役員による理事会が開
催され、理事の互選によっ
て矢守克也氏を会長に選
任、総会に報告し承認され
た。新役員は次の通り（敬
称略）。
会長：矢守克也
副会長：金子由芳、山下弘彦
理事：山泰幸（総務委員会

委員長）、関谷直也

（学術推進委員会委
員長）、高原耕平（企
画委員会委員長）、
宇都彰浩（復興支援
委員会委員長）、石
原凌河（学会誌編集
委員会委員長）、宮
本匠（広報委員会委
員長）、天野和彦、荒
木裕子、飯考行、稲
垣文彦、浦野愛、大
牟田智佐子、上村靖
司、近藤誠司、坂口
奈央、阪本真由美、
佐々木晶二、須藤宣
毅、田中正人、福留邦
洋、松田曜子、山崎
栄一

監事：青田良介、永井幸寿

2022年度総会報告
総務委員会・前委員長　山崎 栄一

震央でヤッホー！

76



日本災害復興学会

Vol.45
2023年6月14日

目次 -contents-

1 関東大震災100年に想う。
山中 茂樹

2 奥尻30年
北海道南西沖地震から30年を前に
定池 祐季

3 東北から未災地への伝言
制度から取り残される「在宅被災者」　
古関 良行

4 復興スケッチ
「ふるさとの記憶」と音楽
中島 みゆき

5 東日本大震災12年
宮城県仙台市で第３回世界防災フォーラム開催
高校生が防災の取り組みを発信
須藤 宣毅

6 復興若者通信
東日本大震災からの復興を記録し、語り継ぐ
兼澤 美海

トルコ現地派遣を振り返って
植田 隆誠

7 2022年度総会報告
山崎 栄一

震央でヤッホー！
宮本 匠

※学会状況（2023年6月5日）
　現在の会員数 422
　正会員 385・学生会員 33
　購読会員 1・賛助会員 3

 
 

関東大震災100年に想う。
日本災害復興学会・特別顧問　山中 茂樹

16年前、本学会の旗揚げ

にあたって、「人間の復興」

を共通の理念に、立ち上げ

メンバーを招請した。関東

大震災の折、生存権擁護を

第1に掲げた福祉国家論の

先駆者、福田徳三の唱えた

思想だが、「大地の震動」に

よる帝都の崩壊だけで社会

が変革されるわけでもなく、

朝鮮人、社会主義者、労働

組合の活動家らの虐殺、続

く治安維持法の制定という

国家主義の巻き返しによっ

て、福田らの理念・思想を支

えた大正デモクラシーは突

如、終焉を告げ、「震災で

素っ裸になった被災者らに

よって新東京を建設する」と

いう「人間復興の野心」も潰

えた。

紀元前に編まれた中国の

歴史書『史記列伝』にも登

場する「復興」という外来語

が、災害からの再起の場面

で使われるようになったの

は、ご存知の通り関東大震

災からだ。内務大臣にして帝

都復興院総裁を引き受けた

後藤新平が発災翌日にまと

めた「帝都復興根本策」が、

おそらくその嚆矢であろう。

だが、新平が山本権兵衛

首相に宛てた書簡で「帝都

の復興は、小にしては都市、

大にしては帝国の『ルネサン

ス』」と書き、ニューヨーク

市政調査会専務理事の

チャールズ・A・ビア－ドが、

新平に対し「貧弱なる帝都

は列強の間に伍するとき、國

家の尊厳と威容とを傷つけ

るであらう」と忠告。さらに

新平が有名な『帝都復興ノ

議』で「その惨害いうに忍び

ざるものありといえども、理

想的帝都建設のため、真に

絶好の機会なり」と書いて、

野心をたぎらせたように、復

興 は 決 して 被 災 者 の

「restart」ではなかった。

もとより、新平だけでな

く、為政者・統治者が、災

害からの復興の目標を、個

人的価値を超越した社会

的価値の最大化に置くのは

歴史の常だろう。都市復興

から創造的復興、新自由主

義的復興へと復興政策の

軸足は次第に経済政策へ

と移り、東日本大震災でも

“まやかしのトリクルダウン

理論”が政治家によって語

られてきた。

「最後の一人まで」とは、

被災地KOBEのNGOたちが

唱えたスローガンだ。福田

の唱えた「人間復興」の理

念を現代的にアレンジし、被

災地KOBEに代表される被

災者たちの想いを実現可能

な制度・システムとして構築

していくには、わずか10年余

りのパラレルワールドとして

歴史から消え去った「大正

デモクラシー」の轍を踏ま

ないよう、まず民主社会の

基礎を固めていくことこそ必

要なのではないか。関東大

震災100年の今、その思いを

強くしている。

発行人 矢守克也
〒662-8501
西宮市上ケ原一番町1番
155号 関西学院大学災害復
興制度研究所気付
TEL：0798-54-6996
FAX：0798-54-6997
http：//f-gakkai.net/

台風15号による静岡県内
の浸水被害は約1万棟。静
岡県弁護士会では、司法書
士会、建築士会など他士業
と連携し、発災9日後から現
地相談ブースを開設し、これ
まで1200件ほどの相談に
対応しています。
早い時期からの相談によ

り、住まいを求める被災者
の声に多数接し、統計上も、
「安心して住む場所がな
い」という相談が全体の16．

2％に上りました。
水害後、被災自治体は既

存の公営住宅の提供を開始
しますが、数も少なく、場所
が遠方だったり（学校や病
院に通えなくなる）、1階の
部屋に空きがなかったり
（高齢者らは階段利用が難
しい）、ペットが禁止だった
りと、被災者とのマッチング
が課題です。
そこで重要となる応急

仮設住宅ですが、仮設住

宅の活用は、自治体の裁
量で判断されるため（応
急修理制度との違い）、発
災直後、仮設住宅を提供
するかどうかから議論さ
れ、被災者への情報提供
が遅れます。要件さえ満
たせば常に提供される支
援メニューに変える必要
があります。また、罹災証
明が制度利用の前提とな
るため、今回も罹災証明
の発行遅れにより、仮設

住宅に入れない被災者が
みられました。
そんな中、磐田市は、仮
設住宅の制度を待たず、発
災直後から、独自財源によ
る借上げ型応急住宅の提
供を行いました。罹災証明
書がなくても、床上浸水被
害の方、土砂災害警戒区域
に居住の方、災害で住宅に
困窮する方は全員救おうと
いう大胆な判断でした。こ
うした磐田市の姿勢に学ぶ
とともに、このような判断
をせざるを得なかった背景
にある仮設住宅の制度課
題を知る必要があります。
国はこうした自治体への財
政の補填も検討すべきで
しょう。

令和4年台風15号災害にみる
被災者への住まい支援の課題

日本弁護士連合会 災害復興支援委員会副委員長　弁護士　永野 海

「果物以外は全部手作
り。漬物も自分たちで作る
よ。バランだけかな食べれ
んのは」。そう笑顔で差し出
されるお弁当には、油淋鶏
やハンバーグなど大学生が
好きなおかずがぎっしり詰
め込まれている。「千切り
キャベツの切れ端すら残ら
ない。これが何よりのご褒
美よ」。そう教えてくれるの
は、熊本地震当時、東海大
学旧阿蘇キャンパスの近く
で下宿を営んでいた竹原伊

都子さんだ。
すがるの里復興弁当は、
熊本地震後に誕生した。震
災から2年後、住宅再建もま
まならない最中、南阿蘇村
黒川地区で下宿やアパート
経営をしていた女将さんた
ち21人でお弁当作りを始め、
村や県、大学がそれを支援
した。「すがる」は黒川地区
にある滝の名で、震災前の
農学部の文化祭も「すがる
祭」と呼ばれていた。当時、
黒川地区の住民は約1000

人。そのうち大学生が800人
を占めていた。震災後、学生
たちは熊本市内へ移り住ん
だが、さみしさから下宿を訪
ねてくる学生も多く、「おば
ちゃんのご飯が食べたい」と
言う。住む場所は離れたが、
阿蘇での実習に通ってくる
学生たちとお弁当を通して
つながり続けてきた。
阿蘇に東海大学の校舎
ができて以降、黒川地区は
「学生村」と呼ばれるほど
下宿に住まう大学生でにぎ

わった。竹原さんが20歳で
長崎から嫁いだ先も、下宿
を営んでいた。下宿のお母
さんたちにとっては、わが子
も同然。とにかく手作りの
ものを食べさせたい。どの
おかずを取っても、きっとど
こかの下宿の味がしている
のだと思う。
高齢化で初期メンバーか
らは人数も減ったが、震災
学習などで南阿蘇を訪問さ
れる時にはぜひお母さんた
ちの味を楽しんでほしい。

すがるの里 復興弁当
「おばちゃんのご飯が食べたい」
東海大学　安部 美和

復興味な味な味な味な

⑮

⑤

8 法制度と現場
令和４年台風１５号災害にみる
被災者への住まい支援の課題
永野 海

味な復興
すがるの里 復興弁当
「おばちゃんのご飯が食べたい」
東海大学　安部 美和
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